
  

 
 
 

入札番号 第 １ 号 

物 件 名 森林環境保全整備事業（大茂内沢外 2 国有林・鯰沢）  

 

 

 

 

契約書（案） 

林分条件調査表 

位置図 1/20000 

位置図 1/5000 

 

 

 

 

 

 

 

 



１　事業名、請負物件、契約面積、請負予定数量、請負予定単価、請負予定金額、事業場所及び

生産完了検査場所

ha m3 大茂内沢外2 大茂内沢外2

国有林 国有林

86林班 86林班

い小班外 い小班外

請負金額

２　事業期間

自

至

３　選択条項　別冊約款中選択される条項は次のとおりである。

(選択されるものは○印、削除されるものは×印。)

請負
予定
単価

請負予定金額

支給材料及び貸与品 第15条

× 第35条第1項

(大茂内沢外2　　

国有林・鯰沢)

× 契約保証金の納付に代わる担保となる有価証券等の提供 第4条第1項第2号

× 銀行、甲が確実と認める金融機関等の保証 第4条第1項第3号

選択条項

187.08 11,274

第4条第1項第4号

× 履行保証保険契約の締結 第4条第1項第5号

× 公共工事履行保証証券による保証

第35条第3項×

前金払 分の　　　　以内

中間前金払

第40条× 国庫債務負担行為に係る契約の特則

部分払 月１回以内○

(うち取引に係る消費税及び
地方消費税額         円也)

円也

11,274

（活用型）

造林事業請負契約書（案）

事業名 請負物件 契約面積
請負
予定
数量

事業
場所

生産完了
検査場所

保育間伐

×

第38条

×

契約保証金の納付 第4条第1項第1号

適用削除の区分 選択事項

令和　　年　　月　　日

令和　８年　２月１３日

計

森林環境
保全整備
事業

検　　知 （10,774）

187.08



４　支給材料及び貸与物件

５　技術提案事項の履行確保

６　特約事項

　上記の事業について、発注者と請負者は、各々の対等な立場における合意に基づいて、本契約

書及び令和７年３月３１日に交付した国有林野事業製品生産事業請負契約約款によって公正な請

負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。

　また、請負者が共同事業体を結成している場合には、請負者は別紙共同事業体協定書により契

約書記載の事業を共同連帯して請け負う。

　本契約の証として本書２通を作成し、当事者記名押印の上、各自１通を保有する。

発注者 秋田県大館市上代野字中岱３－２３

分任支出負担行為担当官

米代東部森林管理署長 五十嵐　和人

請負者

別添・特記仕様書及び別紙2特約事項のとおり

別紙１のとおり

令和　　年　　月　　日

品名 品質規格 数量 引渡予定場所 引渡予定月日



別紙１

　受注者は、令和　　年　　月　　日付けで提出のあった技術提案書で提示した技術等については、

次のとおり評価された項目及び内容の履行を確保するものとする。

技術提案事項の履行確保

項　　目 評　価 内　　　容

事業計画の工程管理 事業計画の工程管理及び工程管理に係わる工夫・提案

事業の計画・実施に係わ
る提案 事業計画上の考慮事項に係わる工夫・提案

自然環境への配慮、生産性向上に係わる工夫・提案

品質管理に係わる工夫・提案

安全対策に係わる工夫・提案



林 小 班 伐 区 材 種 作 業 工 程 予 定 数 量 備 考

86い
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

204 

86ろ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

125 

86に
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

155 

86ほ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

235 

86へ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

273 

86と
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

588 

86ち
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

226 

86り
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

162 

86ぬ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

837 

86る
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

380 

86わ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

277 

86か
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

490 

86よ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

137 

87い
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

29 

87い1
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

247 

87は
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

318 

87に
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

61 

87に1
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

152 

87ほ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

461 

87と
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

111 

87と1
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

111 

87と2
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

189 

87ち
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

381 

請　負　事　業　内　訳　書



林 小 班 伐 区 材 種 作 業 工 程 予 定 数 量 備 考

請　負　事　業　内　訳　書

87り
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

28 

87り1
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

212 

87り2
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

121 

87ぬ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

273 

87ぬ1
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

82 

87る
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

140 

87わ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

145 

87か
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

270 

87か1
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

281 

87よ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

243 

88い
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

44 

88ろ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

76 

88に
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

57 

88ほ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

483 

88へ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

40 

88と
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

73 

88ち
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

38 

88ち1
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

63 

88り
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

122 

88る
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

56 

88わ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

110 

88よ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

61 

88た
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

167 



林 小 班 伐 区 材 種 作 業 工 程 予 定 数 量 備 考

請　負　事　業　内　訳　書

89い
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

471 

89ろ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

129 

89に
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

59 

89ほ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

455 

89へ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

207 

89ち
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

23 

89ぬ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

115 

89る
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

48 

89た
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

106 

89れ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

50 

89そ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

75 

89つ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

69 

89ね
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

133 

　計
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集材
・運材・巻立

11,274 



単位：ｍ3

注１　各物件の内訳数量を、検知業務請負契約の作業内容毎に基づき記載すること。

検 知 業 務 請 負 作 業 内 訳 書

物件番号 材 種 作 業 工 程 予 定 数 量 備 考

素 材 （１）の業務 ４，０９０

（２）の業務 ２７９

（５）の業務 ６，４０５

検知業務請負（作業内容）

計 １０，７７４

（４）の業務 　素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示、材積計算を行

い、送状（概算引渡物件明細書）を交付し、スプレーの塗布を行う

作業。

（５）の業務 　低質材及び低評価一般材の層積検知（縦、横、高さを測る）を行

い指定野帳に記載し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行

う作業。

（１）の業務 　素材の長級・径級を測定、木口表示を行い、指定野帳に記入し、

巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。

（２）の業務 　素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行い、指定野

帳に記入し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。

（３）の業務 　素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行う作業、ト

ラック運材の積み込み本数を確認し送状に記載・交付する作業、及

び最終貯木土場において指定野帳に記入し、巻立標示板の貼り付

け、スプレーの塗布を行う作業。



1

2 　国有林材の生産量の調整の必要が生じた場合には、生産調整に可能な範囲で

3

4
を試行する物件であり、直送システムの予定数量は500ｍ３とする。なお、

売した丸太を運搬するときの支障とならないようにする。

特　記　仕　様　書

　虫害時期においては、防虫対策として薬剤散布を行い製品の品質管理に努め
ること。

協力する。

　林業機械が林道を走行する場合は、雨天時を避ける等林道の保全に努め、販

　本契約は、国有林材（製品）の安定供給システム販売における直送システム

安定供給システム販売の公募において、直送システムに関する企画提案の申請
がない場合は、山元土場での巻立経費及び検知数量を変更する。
※直送システムとは、山元土場での検知は行わず、安定供給システム協定者の
自動選別機で計測された本数・材積を採用する方法。





（様式6）

1

巻立

本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量
フォワーダ

片道運搬距離 数量
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付きﾄﾗｯｸ

片道運搬距離 数量 数量 林地傾斜 延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ m ㎥ ｍ ㎥ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

86い 土流保 カラマツ 72 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 6.20 25 24 604 390 0.65 134 70 204 全木 390 プロセッサ 204 1,538 204 800 204 204 中 小坂町役場 19.0

86ろ 土流保 アカマツ 51 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.70 25 20 595 233 0.39 100 25 125 全木 233 プロセッサ 125 1,620 125 800 125 125 緩 19.0

86に 土流保 カラマツ 69 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4 25 24 459 286 0.62 102 53 155 全木 286 プロセッサ 155 1,249 155 800 155 155 緩 19.0

86ほ 土流保 スギ 69 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.69 25 36 266 404 1.52 229 6 235 全木 404 プロセッサ 235 105 235 800 235 235 緩 19.9

86へ 土流保 スギ 61 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2 25 34 319 479 1.50 266 7 273 全木 479 プロセッサ 273 1,001 273 800 273 273 中 19.0

86と 土流保 スギ 68 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.35 25 36 693 1,041 1.50 571 17 588 全木 1,041 プロセッサ 588 1,051 588 800 588 588 緩 19.0

86ち 土流保 カラマツ 68 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 7.96 25 24 928 466 0.50 127 99 226 全木 466 プロセッサ 226 318 226 1,300 226 226 緩 19.5

86り 土流保 スギ 45 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.88 25 32 306 293 0.96 161 1 162 全木 293 プロセッサ 162 764 162 800 162 162 中 19.0

86ぬ 土流保 スギ 67 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 5.86 25 36 935 1,402 1.50 815 22 837 全木 1,402 プロセッサ 837 423 837 800 637 637 緩 19.0 直送

86る 土流保 スギ 63 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.72 25 36 429 651 1.52 370 10 380 全木 651 プロセッサ 380 256 380 1,300 380 380 緩 19.5

86わ 土流保 カラマツ 63 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.8 25 26 728 503 0.69 255 22 277 全木 503 プロセッサ 277 538 277 1,300 277 277 緩 18.2

86か 土流保 カラマツ 67 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 15.69 25 24 1,820 919 0.50 251 239 490 全木 919 プロセッサ 490 597 490 500 490 490 緩 18.2

86よ 土流保 アカマツ 67 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.9 25 26 395 253 0.64 130 7 137 全木 253 プロセッサ 137 440 137 2,100 137 137 緩 18.2

87い 土流保 カラマツ 68 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.60 25 22 88 53 0.60 24 5 29 全木 53 プロセッサ 29 563 29 2,100 29 29 緩 19.5

87い1 土流保 カラマツ 72 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.90 25 22 768 433 0.56 203 44 247 全木 433 プロセッサ 247 774 247 2,100 247 247 緩 19.5

87は 土流保 スギ 72 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3 25 38 293 524 1.79 317 1 318 全木 524 プロセッサ 318 664 318 1,300 318 318 緩 19.5

87に 土流保 アカマツ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.94 25 30 122 119 0.98 55 6 61 全木 119 プロセッサ 61 746 61 2,100 61 61 中 18.2

87に1 土流保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.24 25 22 643 272 0.42 139 13 152 全木 272 プロセッサ 152 732 152 2,100 152 152 中 18.2

87ほ 土流保 スギ 56 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 6.57 25 22 1,892 799 0.42 421 40 461 全木 799 プロセッサ 461 475 461 2,100 461 461 緩 18.2

87と 土流保 カラマツ 69 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.95 25 24 370 208 0.56 80 31 111 全木 208 プロセッサ 111 461 111 2,100 111 111 中 18.2

87と1 土流保 アカマツ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.27 25 22 515 218 0.42 88 23 111 全木 218 プロセッサ 111 602 111 2,100 111 111 緩 18.2

87と2 土流保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.08 25 24 515 334 0.65 163 26 189 全木 334 プロセッサ 189 653 189 2,100 189 189 緩 18.2

87ち 土流保 スギ 71 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.6 25 38 355 629 1.77 380 1 381 全木 629 プロセッサ 381 906 381 2,100 381 381 緩 18.2

87り 土流保 アカマツ 69 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.65 25 22 105 51 0.49 23 5 28 全木 51 プロセッサ 28 858 28 2,100 28 28 緩 18.2

87り1 土流保 アカマツ 46 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.04 25 30 405 384 0.95 192 20 212 全木 384 プロセッサ 212 970 212 2,100 212 212 中 18.2

87り2 土流保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.80 25 22 520 219 0.42 110 11 121 全木 219 プロセッサ 121 1,209 121 2,100 121 121 中 18.2

87ぬ 土流保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.01 25 22 1,155 488 0.42 250 23 273 全木 488 プロセッサ 273 1,201 273 2,100 273 273 中 18.2

87ぬ1 土流保 アカマツ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.22 25 30 159 154 0.97 75 7 82 全木 154 プロセッサ 82 1,231 82 2,100 82 82 中 18.2

87る 土流保 アカマツ 66 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.00 25 24 509 259 0.51 130 10 140 全木 259 プロセッサ 140 915 140 700 140 140 中 20.6

87わ 土流保 アカマツ 49 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.14 25 30 277 270 0.97 133 12 145 全木 270 プロセッサ 145 717 145 700 145 145 中 20.6

87か 土流保 アカマツ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.01 25 30 529 506 0.96 248 22 270 全木 506 プロセッサ 270 790 270 700 270 270 緩 20.6

87か1 土流保 スギ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.00 25 22 1,153 486 0.42 258 23 281 全木 486 プロセッサ 281 1,087 281 700 281 281 緩 20.6

伐採方法

　　令和７年度　　　林分条件調査表
森林管理署 米代東部森林管理署
物件番号
物件名 森林環境保全整備事業（大茂内沢外2国有林・鯰沢）

林小班
保安林
種別等

主要樹種
林
齢

事業区分 面積
伐
採
率

平均
胸高
直径

立木資材量 生産量

備　考

伐倒 集・造材 小運搬 森林作業道作設 林地保全
土場

作設等
砂利
数量

薬剤
散布
（ｽﾐﾊﾟ
ｲﾝ）

予定作業量

鉄板
規格*枚数

最寄り市町村
からの距離



（様式6）

1

巻立

本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量
フォワーダ

片道運搬距離 数量
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付きﾄﾗｯｸ

片道運搬距離 数量 数量 林地傾斜 延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ m ㎥ ｍ ㎥ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

伐採方法

　　令和７年度　　　林分条件調査表
森林管理署 米代東部森林管理署
物件番号
物件名 森林環境保全整備事業（大茂内沢外2国有林・鯰沢）

林小班
保安林
種別等

主要樹種
林
齢

事業区分 面積
伐
採
率

平均
胸高
直径

立木資材量 生産量

備　考

伐倒 集・造材 小運搬 森林作業道作設 林地保全
土場

作設等
砂利
数量

薬剤
散布
（ｽﾐﾊﾟ
ｲﾝ）

予定作業量

鉄板
規格*枚数

最寄り市町村
からの距離

87よ 土流保 カラマツ 64 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 5 25 22 780 442 0.57 207 36 243 全木 442 プロセッサ 243 672 243 700 243 243 中 20.6

88い 土流保 カラマツ 65 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.91 25 22 140 80 0.57 37 7 44 全木 80 プロセッサ 44 233 44 500 44 44 中 20.1

88ろ 土流保 スギ 69 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.69 25 36 82 130 1.59 76 0 76 全木 130 プロセッサ 76 86 76 500 76 76 中 20.1

88に 土流保 カラマツ 69 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.43 25 24 209 108 0.52 51 6 57 全木 108 プロセッサ 57 489 57 700 57 57 中 19.5

88ほ 土流保 カラマツ 72 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 9.60 25 22 1,492 848 0.57 411 72 483 全木 848 プロセッサ 483 283 483 700 483 483 中 20.6

88へ 土流保 カラマツ 62 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.85 25 22 128 75 0.59 33 7 40 全木 75 プロセッサ 40 497 40 700 40 40 中 20.6

88と 土流保 スギ 62 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.67 25 36 81 126 1.56 73 0 73 全木 126 プロセッサ 73 423 73 700 73 73 中 20.6

88ち 土流保 カラマツ 69 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.96 25 24 141 72 0.51 34 4 38 全木 72 プロセッサ 38 508 38 700 38 38 中 20.6

88ち1 土流保 スギ 49 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.01 25 24 250 112 0.45 62 1 63 全木 112 プロセッサ 63 1,123 63 700 63 63 中 20.6

88り 土流保 アカマツ 49 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.68 25 24 429 221 0.52 10 112 122 全木 221 プロセッサ 122 663 122 700 122 122 中 20.6

88る 土流保 アカマツ 51 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.4 25 24 225 115 0.51 5 51 56 全木 115 プロセッサ 56 208 56 2,100 56 56 中 22.0

88わ 土流保 アカマツ 51 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.6 25 24 417 214 0.51 10 100 110 全木 214 プロセッサ 110 209 110 2,100 110 110 中 22.0

88よ 土流保 スギ 62 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.67 25 28 145 108 0.74 45 16 61 全木 108 プロセッサ 61 119 61 1,600 61 61 中 21.5

88た 土流保 アカマツ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 5.93 25 22 836 295 0.35 141 26 167 全木 295 プロセッサ 167 446 167 2,100 167 167 中 22.0

89い 土流保 スギ 62 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.26 25 34 526 780 1.48 459 12 471 全木 780 プロセッサ 471 1,056 471 2,100 171 171 緩 22.0 直送

89ろ 土流保 アカマツ 66 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.00 25 24 418 230 0.55 124 5 129 全木 230 プロセッサ 129 934 129 2,100 129 129 緩 22.0

89に 土流保 アカマツ 45 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.22 25 22 315 111 0.35 50 9 59 全木 111 プロセッサ 59 719 59 2,100 59 59 中 22.0

89ほ 土流保 カラマツ 72 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 8.38 25 26 1,422 799 0.56 415 40 455 全木 799 プロセッサ 455 874 455 2,100 455 455 緩 22.0

89へ 土流保 アカマツ 50 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.53 25 24 790 379 0.48 196 11 207 全木 379 プロセッサ 207 725 207 2,100 207 207 中 22.0

89ち 土流保 アカマツ 72 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.48 25 22 118 45 0.38 20 3 23 全木 45 プロセッサ 23 914 23 2,100 23 23 中 22.0

89ぬ 土流保 アカマツ 51 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.52 25 24 440 211 0.48 111 4 115 全木 211 プロセッサ 115 1,416 115 2,100 115 115 中 22.0

89る 土流保 カラマツ 66 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.5 25 24 189 98 0.52 10 38 48 全木 98 プロセッサ 48 1,160 48 2,100 48 48 中 22.0

89た 土流保 アカマツ 50 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.00 25 22 457 193 0.42 100 6 106 全木 193 プロセッサ 106 464 106 2,100 106 106 中 21.0

89れ 土流保 カラマツ 68 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1 25 26 160 95 0.59 49 1 50 全木 95 プロセッサ 50 302 50 1,200 50 50 中 21.0

89そ 土流保 アカマツ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.22 25 22 338 143 0.42 74 1 75 全木 143 プロセッサ 75 231 75 1,200 75 75 中 21.0

89つ 土流保 カラマツ 68 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.22 25 24 286 146 0.51 16 53 69 全木 146 プロセッサ 69 161 69 1,200 69 69 緩 21.0

89ね 土流保 スギ 46 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.58 25 30 272 226 0.83 129 4 133 全木 226 プロセッサ 133 143 133 1,200 133 133 緩 20.5

合計 187.08 29,936 20,128 43.92 9,748 1,526 11,274 20,128 11,274 11,274 10,774 10,774 20,980 50
C-40
 450

150倍希釈

10,500

１ 量の端数は単位以下第１位を四捨五入し、単位止めとする。
２ 面積は伐採面積とする。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄は以下の区分とする。
　　緩：０°～２０°、中：２０°～３０°、急：３０°以上

６　その他必要な項目があれば備考欄に記載する。

４  最寄りの市町村役場（支所含む）からの距離欄は、物件番号毎の代表箇所について市町村役場を記入し、距離は単位以下第１位止めとする。
５　伐採箇所、土場、森林作業道作設予定線(既設集材路含む）、編柵および沢については、作業計画図に図示する。










